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１ 単元名 てこのはたらき ～みんなで遊べるシーソーとは～

２ 指導にあたって

（１）教材について

本単元は，第５学年「振り子の運動」の学習を踏まえて，「エネルギー」についての基本的

な概念等を柱とした内容のうちの「エネルギーの捉え方」に関わるものであり，中学校第１分

野「力の働き」の学習につながるものである。

ここでは，児童が，加える力の位置や大きさに着目して，これらの条件とてこの働きとの関

係を多面的に調べる活動を通して，てこの規則性についての理解を図り，観察，実験などに関

する技能を身に付けるとともに，主により妥当な考えをつくりだす力や主体的に問題解決しよ

うとする態度を育成することがねらいである。

児童は，第３学年「風とゴムの力のはたらき」の学習で，力を加えるとものを動かすことが

できることや力の大きさを変えるとものが動く様子も変わることを学習している。また第５学

年「ふりこのきまり」の学習では，おもりの重さ，振り子の長さなどの条件を制御しながら，

振り子が１往復する時間を変化させる条件を調べる活動を通して，振り子の運動の規則性につ

いて学習し，ものの動きからエネルギーを捉える素地や運動の規則性についての考え方の素地

を身に付けている。これらの学習経験を基にして，本単元では，てこの手ごたえや，てこがつ

り合うときを調べる実験を通して，重いものを楽に持ち上げる方法や，てこがつり合うときの

規則性についての考えをもつことができるようにする。また，小さな力で重いものを動かせる

という視点で身の回りを観察し，様々な道具でてこの規則性が利用されていることを捉えるこ

とができるようにする。てこの働きについて多面的に調べる活動を通して，より妥当な考えを

つくりだし表現する力や主体的に問題解決をしようとする態度を育成していく。

（２）児童の実態

本学級の児童は，好奇心旺盛で，理科の学習にも積極的に取り組んでいる。夢中になって実

験に取り組んだり，予想と違う結果に声を上げて驚いたりし，楽しみながら学習を進めている

様子が見られる。しかし，学習の過程で自分の予想をなかなかもつことができなかったり，予

想を立てることはできてもその理由を表現することに支援を必要としたり，自分の予想に自信

をもてず周りに考えを伝えることに苦手意識をもっていたりするなどの様々な児童の困り感に

気付いた。そこで，児童が予想を考える時間を十分に確保したり，ペアや班の小集団での話合

い活動を意識して積極的に取り入れたりするようにした。また，生活経験や既習内容を活用す

ることができるよう，単元の導入時には前の学年に立ち返って学習内容を振り返る時間を設け

たり，生活経験を想起させるような声掛けを意識して行ったりするように心掛けてきた。これ

らの活動に継続的に取り組むことで，児童は少しずつ予想などの自分の考えをもつことができ

るようになってきつつあり，今までの学びや経験が考えの根拠に結び付く場面が徐々に増えつ

つある。今後は，こうしたこれまでの成長の上に，児童が自分の予想にこだわりや自信をもっ

て粘り強く取り組む力や生活経験及び既習内容を活用しながら予想や考察をする力，複数の実

験結果を基により妥当な考えをつくりだし表現する力などをさらに伸ばしたいと考え，本単元

を計画した。

本単元では，大半の児童は，てこについてあまり予備知識がないことや，生活経験とてこを

結びつけるのが難しいことが予想される。そこで，モビール作りなどのてこに関係する体験を

意図的に設定する。またじっくりと自然事象に向き合えるよう，実験時間を十分に確保したり，

実験器具を工夫したりする。そして児童が理科の見方・考え方を働かせることができるよう継



続的に支援することで，主により妥当な考えをつくりだす力や主体的に問題解決しようとする

態度を育成していきたいと考える。

（３）研究主題とのかかわり

① 主体的に問題解決をするための支援

児童が主体的に問題解決を進めていくために，「みんなで遊べるシーソーとは」という単元

を貫く課題を設定する。体格や体重の異なる友達と一緒に楽しく遊べるようなシーソー作りを

単元の終末に発展的な活動として位置付けし，てこのしくみや規則性を学んでいく。そうする

ことで，児童はてこについて学ぶ必要性を感じ，より主体的に問題解決に取り組むことができ

ると考えた。また単元に入る前に，図工科の学習でモビール作りを行う。ここでは，てこのし

くみについては深く触れず，モビール作りを楽しみながら，てこがつり合う条件を感覚でつか

めるようにしたい。この経験が後のてこの学習に生きてくると考える。

次に，児童の問題意識を生んだり，より意欲をもって主体的に学習に取り組んだりできるよ

う，教室環境や実験器具の工夫を行う。まず，教室環境については，学校の図書室や市内の図

書館を利用して，てこのしくみに関係する資料を用意し，児童がてこのしくみやてこを利用し

た身の回りの道具について調べ活動がしやすいようにする。また教室横のワークスペースに実

験用てこを置いておき，児童が自由にてこに触れることができるようにしておく。これらの支

援を通して児童の自発的な学習を促していきたい。実験器具については，体育館の低鉄棒の支

柱を利用し，大型のてこを用意する。実験用てこに加えて，大型のてこを使うことで，より大

きいものや重いものを持ち上げることができ，児童の興味関心や学習意欲を高めることにつな

がると考えた。但し，その際には事前に予備実験を行い，安全のための配慮事項を確かめてお

く。事故防止に十分に配慮しながら実験ができるよう，安全確保のための指導は欠かさないよ

うにする。

最後に，児童が安心して学習できるような学級経営に何より力を注ぎたい。わからないこと

を正直に伝えられたり，発想力が素晴らしいことを認め合えたりするような学級の基盤が，児

童が主体的に問題解決をしようとする原動力につながると考える。

② 理科の見方・考え方を働かせ，自分の考えを表現するための支援

本単元「てこのはたらき」は，「エネルギー」を柱とする「エネルギーの捉え方」に関わる

学習領域であり，ここでの理科の見方とは，自然事象を主に「量的・関係的な視点」で捉える

ことである。実験用てこを用いた活動などを通して，おもりの数やおもりをつるす位置に視点

を当て，それを変化させていくことで，左右に働く力（エネルギー）が変化していくことを捉

えることができるようにする。また身の回りには，小さな力で大きな力を生み出すことができ

る便利な道具がたくさんあり，てこの規則性が生活に利用されていることにも気付くことがで

きるようにしたい。また，理科の考え方については，てこの規則性やてこを利用した様々な道

具のしくみや関係性について「多面的に調べること」や，支点・力点・作用点の並び方や位置

関係について，「より妥当な考えをつくりだし，表現すること」である。

児童が理科の見方・考え方を働かせ，自分の考えを表現することができるようにするために，

ノート指導の充実を図りたい。ノートには，自分の予想や根拠，友達の意見を存分に書くこと

が可能である。言葉で表現しにくい場合は，図やイラストで自分の考えを表現することができ

る。これらの特性を生かし，児童が考えを表現する時間や機会を積極的に確保する。ノートに

書かれた考えや根拠が，班での話合い活動や全体での意見交流の場の活性化につながるであろ

う。また，学習内容によっては，実験結果を数値化して表にまとめていく。児童が考えを整理

して考察することができるよう，ワークシートも活用しながら児童の活動を支援していきたい。

また，話合い活動をより充実させるため，朝の会や他教科の活動においても，意識して班や

学級全体での意見交流の場を設け，話合いの仕方を指導していく。それぞれが意見を伝えて終

わるのではなく，友達の意見に質問したり，応答したりすることで，話合いを行う集団全員で

考えを掘り下げたり，考えを再検討したりできるようにしたい。話合い活動を充実させること

で，より多くの友達の考えに触れることができ，視野を広げて多面的に思考することができる

ようになっていくと考える。さらに，話合いの際には，「自分の予想と比べて，結果はどうで



あったか。」や「全ての班の実験結果に共通していることや傾向はどんなことか。」など話す

視点をできるだけ具体的に示すことを意識して取り組みたい。

３ 単元の目標

（１）【知識・技能】

○ 力点・作用点の位置を変え，てこを使うときの手ごたえを調べ，結果を適切に記録する

ことができる。

○ 実験用てこを使って，左右のおもりの重さや位置を変えながら，てこの規則性を計画的

に調べることができる。

○ てこがつり合うときの規則性や，支点から等距離でつり合うときはおもりの重さも等し

いことを理解することができる。

○ てこを利用した道具を目的に応じて安全に正しく使いながら，支点・力点・作用点につ

いて調べることができる。

○ 身の回りには，てこの規則性を利用した道具があることを理解することができる。

（２）【思考・判断・表現】

○ てこを使って重いものを小さな力で持ち上げる方法について，予想や仮説をもとに解決

の方法を発想し，表現することができる。

○ てこの手ごたえと支点・力点・作用点の位置関係について考察する中で，より妥当な考

えをつくりだし，表現することができる。

○ 実験結果を基に，てこの規則性について，より妥当な考えをつくりだし，表現すること

ができる。

○ てこの規則性と道具のしくみやはたらきとの関係を多面的に調べ，考察し，自分の考え

を表現することができる。

（３）【主体的に学習に取り組む態度】

○ てこのしくみやはたらきに進んで関わり，粘り強く，他者と関わりながら調べようとし

ている。

○ てこの規則性について学んだことを学習や生活に生かそうとしている。

４ 指導計画（１１時間） は問題 は児童の思考

学習活動 児童の意識の流れ 支援 評価

第１次 ○本単元の導入 ●てこのしく

モビール作りを モビール作り楽しかったね。 前にモビール みやはたら

振り返り，単元 作りを完了さ きに進んで

をつらぬく課題 つり合わせるのが難 ○○さんのモビー つり合うしくみを使 せておく。 関わり，粘

を設定し，てこ しかったけどうまく ル，飾りがたくさん って他にも作ってみ ○児童が作った り強く，他

について知る。 できたよ。つり合っ ついているのにつり たいな。みんなで遊 モビールを教 者と関わり

② たら嬉しいね。 合っていてすごい。 べるものがいいな。 室に掲示し， ながら調べ

常時お互いの ようとして

(1)モビール作 シーソーってモビールと何だかしくみが似ている気がするな。次は 作品を見合え いる。

りを振り返り， シーソー作りはどうだろう。できるかな。 るようにして

ものがつり合 おく。

うしくみを利 シーソーだったらみ うまくつり合わせて ものがつり合うしく ○シーソー作り

用したもの作 んなで遊べるね。シ 遊ぶには，どんなこ みをもっと調べてい は，材料や基

りについて話 ーソーもつり合った とに気をつけて作れ けばシーソー作りに 本的な構造は

し合う。 時が楽しいよね。 ばいいのかな。 役立ちそうだね。 教師が用意，

提示し，それ

みんなで遊べるシーソーとは？ に児童のアイ

ディアを加え



モビールやシーソーがつり合 モビールやシーソーみたいに長 ながら制作し

うのには，てこのしくみが関 い棒を使っているのが，てこな ていくことを

係しているみたいだよ。 のかな。 確認する。

(2)てこについ てこについて調べて，シーソー作りに生かしていこう。先生が用意 ○棒を使ったて

て知り，棒を してくれたてこや道具で色々試してみよう。 ことバールで

使ったてこや てこのしくみ

てこを利用し てこには，支点・力 ５ kg のおもりが持 バールを使うと，釘 を体験するこ

た道具を体験 点・作用点というも ち上がった。てこを が楽に抜けたよ。こ とで，実感を

する。 のがあるんだね。 使えば重い物も持ち れもてこの力なんだ 伴いながら，

上げられるんだ。 ね。すごいなあ。 これから学ん

でいくことを

てこって便利だね。てこについてもっと知りたくなったよ。２倍の 全員がつかめ

重さの１０ kgでも持ち上がるのかな。てこを使えばできるかも…。 るようにす

る。

第２次

棒を使ったてこ てこをどう使えば，小さな力で重い物を持ち上げられるだろうか。 ○児童の意見か ●てこを使っ

の実験を行い， らも持ち上げ て重いもの

重いものを小さ 棒の端っこを持った バールの端っこを持 おもりと支点のきょ るものを用意 を小さな力

な力で持ち上げ らいいと思うな。お ったら軽く釘がぬけ りを短くしたらどう し，より主体 で持ち上げ

るてこのしくみ もりをつるす位置も たよ。だから力点を かな。バールも支点 的に活動でき る方法につ

を理解する。 ② 関係あるのかな。 支点から遠くしたら から作用点までは短 るようにす いて，予想

いいと思う。 いから。 る。 や仮説をも

とに解決の

(1)てこをどう 実験して確かめてみよう。予想は当たっているかな。 ○急に棒から手 方法を発想

使えば，小さな を放さないよ し，表現す

力で重い物を持 １０ kg のおもりで 荷物をいっぱい入れ 逆に支点の近くを持 うにするなど ることがで

ち上げられるか も持ち上がった。力 たランドセルでも， つとすごく重く感じ の安全指導を きる。

について予想す 点と支点のきょりが 作用点と支点のきょ たよ。力点と作用点 行う。

る。 長い方が楽に持ち上 りを短くすると手応 の位置で全然手応え ●力点・作用

がったね。 えが小さくて軽く感 が違うね。 ○実験前に制御 点の位置を

じたよ。 する条件を話 変え，てこ

し合い，整理 を使うとき

(2)力点・作用 力点と支点のきょりが長く，作用点と支点のきょりが短くなるよう することで， の手ごたえ

点の位置を変え にてこを使えば，楽に重いものを持ち上げられるんだね。 結果の整理や を調べ，結

ながら実験をし 考察をしやす 果を適切に

わかったことを このてこのしくみを使えば，もしかして友達や先生も持ち上げられ くする。 記録するこ

まとめる。 るのかな。やってみたい！ とができる。

○実験の時間を

さっきのしくみ通り ぼくたちの力で先生 見て見て！先生と○ 十分に確保 ●てこの手ご

にしたら，友達も先 を持ち上げられるな ○さんがつり合って し，全員が様 たえと支点

生も片手で持ち上が んて，てこってすご いるよ。すごい！ 々な条件のて ・力点・作

ったぞ！ いなあ。 この手応えを 用点の位置

体験できるよ 関係につい

大人と子どもがつり合うなんてすごい！友達とも試してみたい！ うにする。 て考察する

中で，より

友達同士でもできた！２人と 最初は傾いてしまって難しかっ ○まとめをした 妥当な考え

も足が浮いてつり合っている たけど，座る位置を変えていっ 後に確かめ実 をつくりだ

よ。シーソーみたい！ たらつり合ったよ。 験を行い，よ し，表現す

り実感を伴っ ることがで



どんなときに左右でつり合うんだろう。重さや支点からのきょりが た理解を促 きる。

関係している気がするな。関係を調べるためにいい道具はないかな。 す。

実験用てこだったら，重さもきょりもはっきり分かるね。実験用て

こを使って，つり合う決まりを調べてみよう。

第３次

実験用てこを使 てこがつり合うときには，どのような決まりがあるのだろうか。 ○第２次で児童 ●実験用てこ

って実験を行い， と教師がつり を使って，

てこがつり合う おもりの重い方は支 おもりの重さが同じ 重さを変えていった 合っている記 左右のおも

ときのしくみを 点の近くで，軽い方 で，つるす位置も支 らいいと思う。おも 録を提示して りの重さや

理解する。 ② を支点から遠くする 点から同じきょりだ りの位置を一つずら 経験を想起さ 位置を変え

とつり合うんじゃな ったらつり合うと思 す毎に１０ｇ軽くし せることで， ながら，て

いかな。 うな。 たらどうかな。 既習事項や経 この規則性

験を生かせる を計画的に

(1)実験用てこ 実験用てこを使って，調べてみよう。 ようにする。 調べること

の扱い方など ができる。

を知り，つり つり合うやり方は何通りもあるね！つり合ったときに共通している ○第２次までの

合う決まりに 決まりって何だろう。 学習内容を整 ●実験結果を

ついて予想す 理し，見通し 基に，てこ

る。 目盛りとおもりの数 つり合うときは，お 結果を見ると，目盛 を持って実験 の規則性に

が左右で逆のときに もりの重さと目盛り りの数とおもりの数 に取り組める ついて，よ

つり合っているね。 の数をかけ算したら を足し算して同じ数 ようにする。 り妥当な考

(2)実験をし， これもつり合う決ま 同じ数になってる になるときはつり合 えをつくり

てこがつり合 りかも。 ね。 っているよ。 ○実験用てこを だし，表現

う決まりを求 扱うときに することが

める。 わかったことをまとめよう。「決まり」ってことはどんなときにも は，安全のた できる。

（本時 6/11） 当てはまらないといけないよね。つり合った全部の結果に当てはま めに顔を近づ

るのは…。 けすぎないよ ●てこがつり

う指導する。 合うときの

てこがつり合う決まりは，「『おもりの重さ』と『支点からのきょ 規則性や，

り』をかけた数が左右で等しいときにつり合う」だね。 ○結果を記録す 支点から等

るワークシー 距離でつり

この決まりで先生と○○さんはつり合っていたんだね。 トを用意して 合うときは

おき，実験に おもりの重

てこのしくみについて段々分かってきたね。はやくシーソーを作っ 十分時間をか さも等しい

て試してみたいなあ。 けられるよう ことを理解

にする。 することが

シーソーを作るには 安全のためにも道具 素手の小さな力を大 できる。

色々道具が必要だよ を使って，部品をし きな力に変えるの

ね。ペンチやドライ っかり固定しないと が，てこと似ている

バー…。どんな道具 ね。固定するには素 ね。道具もてこを使

が必要なのかな。 手じゃ無理だね。 っているのかな。

身の回りの道具にもてこが利用されているって聞いたことがある

よ。どんな道具にてこのしくみが使われているのかな。



第４次 ○支点，力点， ●てこを利用

てこを利用した てこを利用した道具は，どのようなしくみになっているのだろうか。 作用点の位置 した道具を

道具について調 を探すこと 目的に応じ

べ，そのしくみ てこを利用してるっ 小さな力を大きくし 今まで調べた棒を使 で，道具のし て安全に正

や働きについて てことは，その道具 ているものはてこを ったてこ以外にも意 くみを調べて しく使いな

理解する。 ② にも支点，力点，作 利用していると思う 外とありそうだね。 いくことを確 がら，支点

用点があるのかな。 な。例えば，ペンチ 色々集めて調べてみ 認する。 ・力点・作

とか…。 ようよ。 用点につい

○実際に道具を て調べるこ

(1)身の回りの 身の回りの道具を集めて，そのしくみを調べてみよう。 使いながら実 とができる。

てこを利用した 験ができるよ ●身の回りに

道具のしくみに やっぱり色々な道具 加える力を小さくす 道具によって支点， う，厚紙や缶， は，てこの

ついて調べる。 にも支点，力点，作 るてこもあるんだ 力点，作用点の位置 蓋付きの瓶な 規則性を利

用点があったね。 ね。 が違うよ。 どを用意して 用した道具

おく。 があること

調べたことをもとに道具を仲間分けできそうだね。やってみよう。 を理解する

○授業で実際に ことができ

(2)調べた結果 支点が力点と作用点 作用点が支点と力点 力点が支点と作用点 扱う道具以外 る。

を整理して道具 の間にある仲間に分 の間にある仲間に分 の間にある仲間に分 にも写真や映 ●てこの規則

を仲間分けし， けたよ。はさみやペ けたよ。穴開けパン けたよ。トングや毛 像を用いて紹 性と道具の

共通点や差異点 ンチ，バールなどが チや栓抜きがそうだ 抜き，ピンセットが 介し，身の回 しくみやは

を考え，まとめ そうだね。 ね。 あるね。 りの道具への たらきとの

る。 興味関心をさ 関係を多面

てこを利用した道具は支点，力点，作用点の並びや位置を工夫する らに高められ 的に調べ，

ことで力を大きくしたり，小さくしたりしているんだね。てこって るようにす 考察し，自

便利だなあ。 る。 分の考えを

表現するこ

とができる。

第５次

シーソー作りを てこについて調べて，色々なことがわかったね。わかったことをシ ○安全のために ●てこの規則

行い，みんなで ーソー作りに生かしていこう。 制作の時間は 性について

体験する。 ③ ＴＴで指導を 学んだこと

安全のためにレンチ 座る場所がたくさん 安全に楽しく遊ぶた 行う。 を学習や生

(1)シーソー作 でボルトをしっかり あったら，座る場所 めに，使い方説明書 活に生かそ

りの計画を立 固定しよう。てこが を工夫しながらつり を作ったらいいかも ○児童の活動を うとしてい

てる。 役に立ってるね。 合わせて遊べそうだ ね。先生にも見ても 賞賛し，達成 る。

ね。 らおう。 感を高めた

(2)シーソー作 り，学びと生

りをする。 勉強したことを使ってシーソーができたぞ。やったあ。 活との結びつ

きを強められ

(3)シーソーを 達成感があるね。シーソーが ○○さんと一緒に乗ってつり合 るようにす

体験し，感想を できちゃうなんて自分でも驚 ったよ。３人で乗ってつり合わ る。

交流する。 いたなあ。いい経験だね。 すには…。

楽しかったね。これからもてこを便利に使っていきたいね。



５ 本時の学習
（１）本時の目標

実験結果を基に，てこの規則性について，より妥当な考えをつくりだし，表現するこ
とができる。

（２）本時の展開（６／１１）

学習活動 児童の意識の流れ 支援 評価

１ 本時の学習 大型のてこは左右で重さが違うのにどう ○大型てこで教
問題を確認 してつり合ったんだろう。 師と児童がつ
する。 り合っている

てこがつり合うときには，どのような決 映像を見せ，
まりがあるのだろうか。 問題意識を高

める。
２ 各班で予想 重い方を支 左右同じ重 つり合うに
や実験方法 点に近くし さ だ っ た はおもりの ○予想を振り返
役割などを て，軽い方 ら，どこに 重さと支点 る時間を設け
確認する。 を支点から つるしても からのきょ ることで，結

遠くすると つり合うん りのバラン 果の見通しを
いいかな。 じゃないか スが関係あ もって実験に

な。 ると思うな。 取り組めるよ
うにする。

３ 実験用てこ 実験用てこで，調べてみよう。
を使って，
実験を行 つ り 合 っ 同じ重さな きょりを１ ○おもりの数に
う。 た！やっぱ のに左右で つずらした 着目している

り重い方が つるす位置 らつり合わ 児童には，大
支点に近い が違うとつ ない。重さ 型てこの実験
ね。 り合わない を軽くした を想起させ，

なぁ。 らどうかな。 おもりの重さ
に着目できる

４ 各班の結果 結果を整理して，てこがつり合う決まり ようにする。 ●実験結果を
から気付い を考えよう。 基に，てこ
たことを班 ○結果を記入す の規則性に
や全体で話 左右で重さ おもりの数 決まりって る表を用意し， ついて，よ
し合い，考 と支点から ときょりの ことはどん 実験結果を整 り妥当な考
察する。 のきょりを 数字を足し なときにも 理して記入で えをつくり

かけた積が て同じ数に 当てはまら きるようにす だし，表現
同じときに なったらつ ないといけ ることで，考 することが
つり合って り合ってい ないよね。 察をしやすく できる。
いるよ。 ると思う。 する。 (発言，ワー

クシート）
てこがつり合う決まりをまとめよう。

５ 本時のまと
めをする。 「おもりの重さ」×「支点からのきょり」

の値が左右で等しいとき，てこがつり合
うんだね。

この決まりで，大型てこがつり合ってい ○大型てこで教
たんだね。なるほど！ 師と児童がつ

り合っている
てこについてわかってきたね。シーソー 映像を振り返
を作るときや体験するときに役立つね！ り，本時のま

内容と自然事
象を結びつけ
る。


